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行
、
つ
者
権
利
が
口
比
五
ぎ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ま
し
い

向。口一。ロ

政
治
的
共
同
怖
は
、

山
「
十
九
科
人
に
よ
る
む
芯

－
］

2
己
）
〈
限
度
山
つ
い
え
は
、

人
間
は
い
片
山
白
比
C
J
l
M干
J

で
お
る
と
い

て
い
る

。、

う
川
川
解
か
ら
山
刊
円
惜
し
え
い
る
の
ゼ
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
普
通
王
授
の
斗
お
」
I

げ
つ
に
い
る

EH吋）

M ＂ノ
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二、

M
－
ヴ
－

v

パ
ー
の
政
治
思
惣
｜
｜

zmg口
、
布
氏
、
政
治
品
川
員
一
古
川
一
ー
ー

？、

O
Rり
E
「
ト
ヘ
ド
イ
ソ

一
r
f
｝
一
一
ノ
、

ハ
υny 

ρ0 
9
 

J
J
 

り／ヨ

、

以
治
権
々
の
七
伎
を
、
汚
し
て
山
界
校
治
の
忘
り

h
に
訓
ら
し
よ
う
と
す
る
権
力
司
家
の
追
を
法
び
取
っ
た
U

ル
附

一日

i
）
丸
一
氏
的
知
位
J

し
と
の

Z
5
8

「
政
ム
恒
一
耐
震
P

を
通
説
、
J

て
わ
か
る
ご
p

は
、
ブ
一
7

J

パ
？
い
？
変
わ
る
、
と
な
く
之
さ
C
コ
と
し
て
の
ド
イ
y
に
姉
怖
を
号
i

い
て
い

た
こ
と
と
あ
る
c

ご
の
ぬ

ι
u
Z
5
5
は
基
本
的
に
は
ド
イ
ツ
＝
j
Mの
ド
イ

y
人
ー
か
ら
惰
ふ
さ
れ
て
い
る
つ

ヘ
第
一
次
世
界
た

戦
敗
戦
後
の
ド
イ
ソ
の
叫
廷
に
山
内
げ
て
、

ヴ
7

1

パ
ー
は
で
き
る
だ
け
ぺ
く
さ
ん
の
ド
イ
ツ
人
を
包
台
一
z
q
M門
家
形
態
を
陣
内
議
L
て」

者
で
あ
っ
た
し
か
し
な
が
ら
、

に
r
ー
っ
て
お
り
、
伝
仇
ん
｝
吋
刊
斗
主
J
V
I（

j

l

 

戦
ポ
戦
7

一ーは
1

小
ド
イ
ソ
土
義

ス
イ
ス
の
ト
ィ
ツ
人
を
も
込
今
日

T
Gド
イ
ツ
Z
家
心
持
一
」
明
は
一
九
段
に
お
い
て
も
な
J

？
れ
な
か
っ
乙
口

さ
て
、

ト
イ
ツ
U
M
£

立、

2

1

i

J

1

 

ス
イ
ス
の
」
う
な
文
化
的
に
韮
か
な
小
一
出
家
の
牛
き
々
は
、
可
能
主
と
［
て
は
あ
れ
た
が
、
人
U
ヒ
ハ
ノ
（
ゾ
の
万
人
を
数
え
る
大
民
家
1
Y
L

な
コ
心
、
以
L

；
権
力
一
判
家
の
道
士
行
〈
の
は
レ
わ
ば
運
命
で
あ
っ
た
U

権
h
H
U
2

｛
ぶ
と
な
っ
た
以
戸
、
ド
イ
ソ
に
は
十
片
的
が
ぺ
じ
た
〈
す

んーと
U

ち

一十
d
t
ア
ン
グ
口
封
ク
ノ
ン
か
ら
、
他
1
2
r
L
リ

シ

ア

中
欧
等
心
小
見
抜
の
独

υ一
を
守
る
古
片
務
U

山d
生
じ
に
ν

を
の
責
務
止
を
果
た
す
よ
め
に
、
す
ぐ
れ
た
ば
的
指
界
再
が
£
要
で
あ
っ
た

ぃ
ヲ
ぐ
れ
た
政
治
指
叫
日
告
は
、

宣
伝
感
刊
新
川

心
一
一
つ
の
資
武
ー
と
、
北
ね
山
瓶
、
九
て
い
る
じ

vp令
い
は
乏
に
い
伶
回
二
基
つ
い
て
忠
与
し
、
付
到
す
る
｝

」
れ
ら
の
資
一
げ
れ
ば
す
ぐ
れ
之
官
佼
の

資
笠
と
は
決
14M川内川十八な
3

て
い
る
J

と
こ
ろ
が
た
イ
y
で
は
ピ
ァ
八
マ
ル
ク
り
負
心
法
評
と
し
亡
、
官
僚
的
会
が
］
れ
な
倫
え
に
者
が
政
治

お
専
を
行

Z
Lい
J
1
v

そ
の
た
め
に
、
比
憎
ん
同
家
γ

〆
一
、
ご
し
の
頁
校
主
治
た
AJ

て
い
ま
か
っ
と
の
と
あ
る
、

「
ぐ
れ
た
政
治
指
導
苦
法
山
の
：
段
1
7
μ

て
、
ば
ノ
τ一
マ
パ
ー
は
、

ド
f
〆
が
「
下
去
の
い
同
校
」
た
る
べ
き
一
一

「

下

占
有
の
民
放
」

乙
は
「
1
d
i
ん
の
問
訊
の
処
謹
に
た
い
す
る
統
制
3
ず
に
1
1

じ
ぶ
ん
の
選
ん
だ
代
衣
者
J
W

－E
と
て
政
治
的
指
導
詳
の
選



抜
L

決
定
的
に
山
辛
子
I

仇
す
る
つ
え
族
一

の
こ
と
で
み
コ
て
、
ー
王
者
の
え
日
比

一
正
門
介
の
糸
川
伐
の
特
に

f
を
か
け
る
使
命
を
持
つ

と
い
久
の
勺
、
ょ
の
ァ
匂

（む右、山
kw一）
v
Hハ
体
的
に
は
、

ま
ず
平
年
J

浅
山
手
格

ヴ
ニ

i
ハ
ー
は
w
r
h
t
j
t一
手
権
に
来
づ
く
議
会
制
な
捉
明
し
I
h
j
d

よ
一
手
当

」
γLい
引

υ

げ
て
戦
勺
ー
に
告
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

こ
T

／
～
は
、
品
川
ー
忘
問
時
間
で
あ
る
「
V

ヲ
て
つ
で
な
い
と
、
将
来
、
事

が
有
つ
』
ぺ
と
き
、

役
つ
に
は
税
引
ノ
気
持
ら
が

μこ
ら
1
6

い
だ
ろ
う
干
さ
、
h
J
L

戦
場
で
川
飢
え
つ
れ
L

ぺ
帰
還
兵
士
た
一
ち
は
、

羽引，十三町、

的
で
あ
っ
て
、
九
一
二
円
ど
粍
夜
、
ν
て
い
る
し
筑
後
で
恥
v此
を
今
H
る
右
豆
4
h
H

雪
や
、
主
ニ
同
を
叫
吐
く
ぶ
笠
（
本
日
当
仇
わ
J
も
政
治
的
に
成
金
州
L
F
L
い

匂
っ
説
会
制
に
つ
い
て
は
イ
ギ
ワ
一
人
の
M

判
的
が
あ
る

f
F
川
ノ
ス
さ
は
政
治
権
む
を
め
ざ
十
有
三
り
は
、

議
会
の
♂
古
田
司
会
で
鍛
え
ら
れ

る
ラ
そ
こ
で
の
問
主
の
ー
一
ー
ム
ハ
ド
ベ
賞
、
な
計
附
さ
れ
た
者
だ
け
が
政
治
指
導
μ
宇
、
し
て
選
山
引
き
れ
る
の
で
あ
る
ο

，
一
、
：
、

F
F
T一
｝
i

ノ

1
1
叶
付

ド
イ
ソ
心
球
技
構
怨
に
お
い
て
、
r他
力
庄
一
ち
し
な
い
、
平
和
的
な
一
反
同
窓
家
一
し
と
の
ド
f
一f
中
心
九
同
情
し
と
い
る
U

γャ
、
一
：
：
：
純
粋
に
民
族
九
一
立
心
迂
回
を
体
v
V
L
q
J
る
こ
こ
。

γ
日
わ
ち
、
ド
イ
ツ
円
九
地
ー
を
ひ
〆
｝
つ
り
独

υ
出
と

L
て
統
ず
る

ょ
う
白
渋
L
、
巴
陪
述
内
の
以
内
ω

て
わ
が
百
の
引
注
ケ
応
陪
す
る
こ
と
泣
く
w
l
本

rdに
山
づ
っ
て
い
く
こ
と

9

一
と

rucu
＼＼品、山（
Z
－

：現代市JてJ;c；白日向

し
か
し
そ
の
喝
合
で
も
、

F
，
、
れ
た
ず
以
泊
拍
↓
巧
者
2
必
燃
と
な
る
斗
一
丸
心

2

一
司
欠
で
J

め
る
c
ヴ

L
l
パ

l
は
現
実
の
ト

f
ソ
設
会
に
尖
唱
し
た
っ
そ
し
C
、
回
え
が
政
治
出
作
山
界
再
か
れ
由
民
遠
山
ず
る
大
統
治
制
を
従
明
し
た
の
で
t
的コ
P
J

以
ょ
に
ス
年
ッ
↓
し
た
ヴ
ヱ

1
パ
！
の
稲
川
岬
は
、
明
暗
刊
で
あ
る
廿
市
民
的
何
倍
J
し
て

zzs

い
る
F

そ
し
て
、
梓

カ
国
家
を
め
ざ
寸
場
台
で
お
れ
、
め
ざ
さ
必
い
場
ム
n
で
為
れ
、
政
川
市
制
度
、
経
叫
抑
制
段
、
凶
早
…
（
り
政
治
的
以
北
、
は
、
そ
の
ー
に
め
の
T
m
M

。、

と
し
て
仏
し
日
つ
け
ら
れ
て
い
る

M ＂ノ

二
ソ
ご
内
川
正
2
え

J
F
C
コ
胃
コ
同

川
一
つ
の
地
に
つ
い
て
見
て
い
く
2
、
2
司
王
と

2
＝
2
2
r
つ
い
℃
ほ
と
～
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

ノ
＼
今
刈
叫
べ
凶
J
H
Y
L

る
べ
き
い
一
と
が
説
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

つ
い
て
は

帰
還
日
ハ
上
戸

（りお吋｛）＼出い品部）。
η
C
E
E
M
F

に
つ
い
て
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は
、
古
口
管
制
化
に
抗
し
て
知
人
的
民
間
一
定
パ
リ
る
べ
き
こ
と
が
王
様
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
い

る
こ
2
は
不
治
当
と

L
て
、
ヰ
阪
市
一
を

民
問
、
し
ほ
か
っ
た

従
3

一
亡
、
こ
れ
以
上
論
り
ν
る
こ
と
は
不
安
で
あ
る
か
、
こ
心
機
会
円
、
ヴ
工
li
パ
ー
の
「
山
氏
」
の
川
刑
法
に
つ
い
て
一
一
口
触
れ
c
h
m

い
一
つ
二
J

パ
v

は
「
般
社
ム
古
川
役
人
相
史
川
女
4
4
川P

の
治
川
山
旦
「
泣
代
資
人
去
一
札
の
成
立
」
に
お
い
て
、
市
民
概
念
に
つ
い
て
ま
ー

め
て
い
る
c

「
合
問
的
資
ぷ
計
官
が
ふ
切
の
れ
へ
営
利
企
業
の
規
制
を
な
？
と
き
に
品
川
午
ず
る
」

山
口
時
に
お
い
て
の

み
代
古
ぺ
i

－
m
h
J

畏
L
た
ハ
ハ
怯
二
九
白
パ
什
の
利
生
の
特
徴
｜
｜
合
連
的
同
家
、
市
民
及
び
部
巾
、
含
量
的
な
科
学
、
ニ
長
術
、
合
法
的
江
守

活
設
主
｜
｜
、
予
」
れ
り
の
？
に
h

一
そ
で
の
川
町
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
う
つ
ノ
」

向
洋
の
i
代
・
中
世
郊
小
は
、
契
り
を
結
；
～
三
者
小
人
ら
刀
、
り
成
る
ム
1
い
旧
都
市
セ
あ
っ
た
白
h
r
J

一一
i
ク
で
丸
っ

1
1
そ
こ
と
の
構
成

μ

買
が
山
氏
こ
…
下
一
ば
れ
た
U

山
氏
は
、

近
代
川
以
内
に
お
い
て
は
、

一
つ
の
別
法
が
な
汽
れ
て

V
G
U
九
引
所
的
用
J
一u
あ
る
一
定
の
カ
ア
ゴ

リ
ー
の
活
級
が
、
為
る
将
t
ι
c統
一
昨
お
れ
や
け
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
湯
合
、

り
で
、
れ
ら
諸
活
級
以
市
以
と
呼
ば
、
れ
る
ー

人H
業
者
や

T
業

者
か
こ
れ
に
巾
」
；
る
c

政
治
的
川
刑
法
で
は
、

一
司
全
巾
氏
を
お
す
し
身
分
h

引
用
法

心（
U
L
P

以
れ
い
問
権
利
を
持
っ
て
し
る

で
は
、
一
討
出
げ
と
救
虫
吉
川
什
つ
に
人
々

企
業
者
や
、

レ
ン
入

v
J
l
、バ
rv告
が
こ
、
」
に
今
日
子
れ
る
つ

を
障
す

川
以
“
日
p
f
吊袋一

r
h
m
い
こ
見
ら
れ
る
の
は
、

ほ
と
心
ど
が
向
性
凶
的
胤
ほ
と
は
分
的
府
訟
で
J

め
る
J

そ
し
て
そ
一
」
で
は
片
品
絞
め
る
い
は

身
分
と
し
て
心
市
「
て
が
政
治
的
旧
作
道
j

者
な
同
汁
る
ほ
ど
ば
熟
し
て
い
る
か
と
号
、
か
に
闘
心
ぷ
も
と
れ
て
い
ゐ
U

ご
く
心
ノ
な
い
政
治
的
川
市

K
2
し
と
は
、
次
の
例
が
あ
る

J
凹
家
市
川
氏
H

Y

と
い
う
成
人
マ
ソ
は
何
J
り
も
服
代
M
門
家
に
偽
す
る
も
の
て
あ
る
の
通
〆
庁
は
ど
こ
て
で
も

各
州
人
の
誠
実
上
の
地
位
お

tηυ
）
本
伎
の
地
仇
の
特
供
r

附
と
物
質
的
ま
に
は
k
l
会
的
境
越
の
多
転
け
と
い
小
’
考
慮
さ
れ
る
が
、
谷
個
人
の

む
会
パ
活
が
現
代
川
門
家
に
か
か
、
わ
る
よ
で
は
一
」
ミ
ノ
、
「
人
こ
と
は
考
帰
さ
れ
白
い
v

市
守
選
引
い
4

怯
の
仰
い
味
は
、

士
さ
し
く
国
記
市
民
で
あ

る

τ一
以
外
刀
な
に
ー
も
の
で
7
G

な
い
の
で
あ
る

3

V

？
等
選
挙
権
が
実
怖
さ
れ
止
さ
い
、
白
μ
拾
す
は
日
家
山
一
氏
y

」川昨

( 1：，）（六法、アl仁D (:j' フ9G)l 引ワ：：：OOc.11 



ば
L

れ
る
わ
行
で
＋
め
る

v
h
L
て
平
等
選
以
了
権
は

Z
E
F
Oロ
む
た
め
の
I
J段
て
あ
っ
チ

ち
な
み
に
、
市
尺
焼
念
に
近
代
資
本
正
義
の
担
い
千
ゼ
あ
る
企
業
者
の
一
応
牲
と
あ
ャ
匂

1

へu
用
的
」
、
「
w
i
山
判
的
い
か
人
立
ュ
ざ
わ
い
ν

、
い
る

ケ

i
ス
が
あ
る
U

ヴ
コ

i
パ
ー
は
、
戦
絞
ド
イ
ツ
）
両
日
、
円
て
の
烹
味
で
の
市
川
山
的
バ
ー
さ
方
合
す
べ
き
だ
と
説
い
た
ハ
相
悦
好
（
り
狭
い
と
い
う

三
味
ご
と
さ
“
一
）
4
4

丹
ヨ
デ
一
4

小
市
民
的
L

が
使
わ
れ
る
ケ
i
ス
が
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
「
市
い
ん
的

h
f

き
方
を
明
道

L
』
ぺ
の
で
あ

ゐ

一品川七ニ
d

一muぐ
m
f
｝同日当

《
一
喜
子
に
つ
い
に
は
、
深
い
か
か
わ
り
J

V

J

ソ
子
川
ヲ
目
安
ボ
3

J

て
い
た
と
い
え
る
ο
権
力
同
家
の
円
以
内
、
↓
i
J

る
限
り
、

ド
イ
ソ
内

内
政
治
は
も
ち
ろ
主
、
小
民
肢
の
漏
い
ん
叩
な
乙
世
界
の
恰
勢
に
潟
心
を
片
付
つ
、
｝
子
hyι

求
め

と
あ
る
n

災
後
械
恕
に
あ
る

1
M刊

的
軍
民
出
家
け
場
台
は
は
一
J
J心
打
し
立
い
U

文
化
回
で
同
界
に

い
う
形
ゲ
、

η
か
わ
り
を
安
求
し
て
い
る
の
か
も
し
札
、
立
い

が
ぽ
っ
決
心
り
し
L
S
L
C

：現代市JてJ;c；白日向

一2
p
一
に
つ
い
て
は
、

FI仁川川））注目
N

常
PL
対
象
で
z
の
ご
J

一C

権
力
究
家
た
ら
ん
と

1
3
時
間
で
も

中l
花
やJ
判
長
志
家
4
2
侍
令
し
た

時
期
で
も
、
そ
れ
は
い
川
じ
で
あ
っ
た

一E
Z
に
つ
い
て
は
、
名
ノ
r
人
化
ア
ム
花
の
【
υ一
場
に

iv
っ
て
い
た

ミ
ー
ソ
門
司
八
h
岐
し
し
似
の
諸
民
政
九
州
、
hn以
る
多
民
族
国
家
と
い
う
立
山
町
、
ょ
、

v
f
ツ
パ
校
内
心
文
化
的
多
様
性
ど
四
時
刊
高
す
る
七
め
の
運
河
さ
お
し
仁
い
人
ノ
意
却
の
二
震
の
意
味
で
ふ
と
つ
で
あ
る
〕
川
家
は
必
ず
し
も

。、

次
の
よ
う
な
立
派
で
『
川
口
氏
国
家
P

で
あ
る
必
民
u
u
h
b
いっ

つ
j
り
、
凹
以
同
一
示
、
か
（
一
」
心
咋
の
令

M1ぷ
た
だ
つ
の
口
「
一
族
の
叩
刊
宇
ピ
中

M ＂ノ

心
に
、
）
て
行
動
↑
ゆ
る
、
と
い
う
す
日
味
5
の
ど
れ
で
あ
る
必
要
は
な
！
九
回
以
阿
家
は
、
そ
の
中
「
の
右
ト
ん
な
民
族
の
特
供
な
利
中
川
心
に
よ
く

い
く
つ
か
の
民
族
の
文
化
に
付
え
ゐ
こ
と
7

つ
で
き
る
J

ム

Y
1ご
は
謀
関
心
変
山
一
4

い
V
U
じ
て
、

即
解
、
〕
て
い
る
場
介
で
も
、

ド
f
ソ
民
山
氏

の
文
化
的
利
益
の
た
め
に
も
、
わ
れ
や
れ
は
こ
う
ー
よ
～
謀
訟
に
ま
ず
ま
ず
リ
ち
向
か
う
べ
き
で
あ
る
。
」
、
ど
仏
＼
］
比
三
、
ト
ヴ
ィ
ザ
ょ

Ul<J<、it・'?iお＇..31主J9i9'3 c初出.nJ



ケ
れ
い
り
庄
和
叩
ぃ
「
統
一
ム
下
義
弘
苧
td
と
は
反
対
に
、
ん
J

日
わ
が
わ
れ
は
、
弁
郊
の
刻
む
存
結
か
ス
純
粋
に
同
政
」
一
心
坪

H
Fら
有
訴

で
あ
る
と
取
引
ば
か
り
で
な
く

般
的
な
主
化
政
策
的
白
川
什
凶
か
ら
も
臼
Z
P
U

ご
い
ャ
匂
0

・
ピ
イ
ソ
の
文
化
牛
活
の
特
性
は
、
守
山
の

回
収
史
的
ヰ
心
地
が
ほ
う
ば
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
み
ら
れ
る
・
」

（
ふ
寸
山
内
＼
仏

N
S
J
代

市
三

i
ハ
ー
は
こ
？
ヘ
J

九
三
川
町
に
ぷ
γズ
て

い
り
ん
の
で
あ
っ
た
た
ど
v

二
持
活
土
義
と
料
株
設
の
緊
校
関
係
い
つ
レ
て
の
フ

i
パ
？
の
一
考
え
を
不
ず
丈
高
pf
器
i

支
は
伊
山
山
小

な
か
っ

（

4
）
ユ
ノ
エ
7

M

ハ
ー
ぐ
況
代
、
ン
J
J
Jん

／

γ

7

の
諸
辺
市

現
代
、
ン
ヲ
ズ
ノ
シ
ン
ア
の
諸
埼
論
ζ

ヴ
L
1

パ
ー
を
日
以
蚊
ー
ぶ

lrmょ
う
」

J
ベ
フ
ル
川
崎
論
と
プ
ゴ
？
パ
ー
は
、
究
極
的
価
値
J
V
一
個
人

日
決
断
に
は
に
ね
る
円
で
共
通
L
て
い
る
u

し
か
し
可

J
i
パ
i
は、

リ
ペ
フ
ル
辺
市
、
」
呉
川
り
、

深
い
村
会
的
か
日
J

わ
り
を
市
民
に

要
求
し
て
い
る
。
い
い
八
利
下
表
河
市
は
、

政
治
的
義
務
。
徳
h
v

強
訴
し
、

深
い
H
な
以
前
川
か
子
わ
り
を
ぶ
め
る
内
、
で
、

ヴ
J

パ

i
こ
t
ハ泊

し
て
h
w
る
じ
た
だ
ウ
ユ

l
パ
ー
に
は
政
治
は
結
川
少
紋
持
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
？
も
の
だ
と
い
う
低
止
に
認
識
が
為
J
1
乙
L

し
、
j
J
j
λ

ム
ロ
ユ
d

V
1
1日
μ
t
F

杓
導
者
の
張
訓
に
つ
な
が
三
よ
る
〈

般
市
民
刀
粁
函
に
y
ん
が
あ
ξ
よ
一
つ
に
田
町
、
え
る
c

ーχ
化
計
之
内
け
体
と
し
て
の
ド
J

7
に
ヴ
L
l

パ
ー
は
深
い
思
い
入
れ
や
一
抱
い
C
い
た
J

そ
の
限
り
、

ーハ百八われア
f

表
思
議
と
い
H
じ
で
あ
る

し
か
し
、

心
ハ
値
的
的
情
吉
知
人
的
決
断
に

ゆ
と
ね
る
と
き
ヴ
工

1
パ
ー
は
、

共
同
仏
、
杢
＋
税
理
識
か
ら
柑
叱
れ
る
い

市
民
は
問
削
争
を

ノ
ジ
カ
ル
尺
4

下
主
義
洲
市
は
、
一
以
内
は
円
附
争
だ
、

す
る
人
だ
と
す
る
点
で
ヴ

J
i
パ
i
二
一
什
い
か
も
し
れ
な
い
L

し
か
し
、

政」い
J
凶

h
H恥
h
h
d

少
数
吉
川
が
や
る
も
の
だ
と
ナ
る
ヴ
ェ

i
パ
ー
は
、

ソ
ン
カ
ル
氏
、
土
！
義
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
は
や
や
か
に
見
る
の
て
は
と
い
だ
ろ
う
か

）
具
合
的
対
佐
J
1
〆
て
の
頁
h
H
倫
担

乙
一
、
ろ
で
、
え
い

y
ザ一ーパ
i

の
茶
庭
的
部
品
情
3
）

L
E
2
2
4
5

町
三
叶
内
L

C
「

』

し
て
の
政
治
」

『
政
治
ヘ
削
紫
P

た
け
は
、
そ
れ
が
妥
巾
ず
る
か
ど
う
か
、
疑
問
が
湧
く
の
で
あ
Q
d

こ
の
ゐ
uhh
な
講
渋
に
お
い
て
、

ヴ
γ

1

パ
ー
は
、
政
治
家
ー
ー
ー
戦

( 1：，）（六法、アl仁D(:j' .3'10）引 :::OOc. 11 



業
政
ム
川
家
で
泣
い
人
で
も
、
投
票
以
ど
の
欧
治
的
行
為
を
す
る
と
き
に
は
、
臨
時
心
政
ム
山
家
と
チ
ん
や
が
仕
え
る
べ
き
政
治
的
究
極

川
淵
依
は
決
断
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
－
究
極
恒
慌
が
い
か
な
る
も
、
U

て
あ
ろ
う
と
、
賞
作
倫
珂

い
て
応
考
レ
行
動

r

る
へ
き
こ
と
を
説
い
た
勺
：

一一

LJMし
て
づ
ぬ
こ
う
代
「
政
治
家
守
か
い
て
の
七
め
に
佐
々
ー
ピ
比
め
、
権
力
吉
行
使
す
る
と
こ
ろ
の
－
『
市
下
柄
P

が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
べ
き
か
は
い
仰
の
問
題
で
ぬ
る
c

政
治
家
が
玄
什
す
る
ド
僚
は
、

J

ノ
ン
ョ
ナ
ル
な
」
と
も
あ
J

れ
ば
人
頬
的
な

h

と
も
あ
る
し
社
会
的
で
愉
尚
一
的
な
こ
ー
も
あ
れ
ば
、
文
化
的
た
こ
と
3

も
あ
り
、
現
判
的
3

よ
い
〕
く
は
宗
教
的
な
こ
と
も
あ
る
L

（
印
U
E＼

ご
「
山
火
刀
心
部
山

故
郷
｜
｜
筆
昔
一

はん
f

で
は
誌
は
お
万
人
ピ
／
三
て
義
的
人
ム
制
仰
と
は
仕
い
か
も
白
川

-¥"' 

沼恒国
P

日ムない
0
3
f
m日

を
斗
に
き
れ
る
弘
ム
口
で
も
、

い
ま
己
ー
し
ん
l
f
一司

て
、
一
叶
ム
ム
デ
一
浩
司
の

ペコ

内
航
山
山
初
日

じ
よ
う
ほ
問
題
｛
政
ム
川
心
究
極
的
手
段
と
し
て
暴
力
が
竺
え
て
い
る
、
）
／
）
ケ
り
八
九
牛
「
る
か
刷
江
氏
難
問
の
二
、
、
｜
｜
等
主
が
い
川
て
ノ
＼

ザ

G
t
－
訊
］
〈
｝
＼
日

σ」
n

引
は
白
こ
主
、

j

J
（
－
V
 

山
川
、
初
に
々
を
こ
め
て
じ
わ
っ
じ
わ
っ
と
穴
を
く
れ

約九則／｝

4
断
々
の
つ
を
…
制
使
し
な
が
ら
、

賞しい
q

て
レ
〈
住
作
業
で
た
る
〈
白
こ
れ
古
ん
は
し
う
る
人
以
指
導
有
で
な
打
れ
ば
な
ら
な
い
〈
レ
や
お
注
者
で
丸
る
だ
け
で
一
ぱ
〈
、
ー
ー
ー

：現代市JてJ;c；白日向

は
な
は
で
素
朴
な
意
味
で
の
ー
ー
ー
茂
雄
で
ぷ
行
れ
ば
主
ら
な
レ
c

そ
し
て
指
持
者
や
民
法
で
な
い
い
川
合
で
も
、
人
は
ど

ωな
希
望

い
が
い
に
も
め
げ
泣
い
堅
い
意
志
で
い
ま
j
F＼
武
弘
す
る
必
安
が
あ
る
一

Z
H
U＼
日
仏
～

f
F

ウ
ノ
コ
！
パ

l
fど

γン
ョ
十
円
ス
、
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
ふ
J

｝
ろ
う
か
J

そ
の
穴
、
え
は
給
対
応
義

r
依
存
す
る

例
え
は

7
f

とつ
Y
可
工
令
L
f

一

。、

ワ
シ
ョ
ア
り
ズ
ム
研
究
苫
と
い
て
す
引
名
九
九
九
日
ス
ミ
ス
ば
、
ア
J

芹
一
ノ
り
ズ
ム
り
h
つ
の
井
本
的
た
教
義
や
L

次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
ザ
G
P

M ＂ノ

山
町
汁
は
、
午
、
れ
戸
一
れ
門
畏
！
な
る
性
的
竹
、
投
与
丈
、
運
命
ケ
持
っ
た
Y
山
氏
採
に
分
か
れ
て
い
る

Cお

政
治
権
ん
は
、
与
の
民
族
の
引
で
の
み
一
旭
川
す
る
c

民
族
に
対
す
る
む
誠
心
問
、
そ
の
他
中
小
つ
ゆ
る
忠
誠
心
よ
り
漆

3Eご
れ

？’ 
公3
つ
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CD 

入
院
は
白
庄
で
あ
る
た
め
に
は
、
え
扶
ご
f

イ
一
ウ
ン
テ
r
一
ソ
／
を
求
め
な
く
て
は
い
［
行
な
い

、む

良
枝
い

白
子
一
で
あ
る
に
め
に
は
ぷ
大
阪
の
白
律
性
を
も
た
な
く
て
は
い
り
な
い
c

町
民
界
一
り
平
和
J

4

誌
は
、
肉
中
的
k
d
u十円
μ
ゃ
か
ら
成
る
任
会
ケ
お
い
て
の
み
可
胞
で
ふ
る
J

ツ
↑
ー
パ
ー
自
身
は
足
後
ま
て

Z
き
さ
に
姉
値
乞
目
立
さ

国
民
間
家
か
っ
構
成
さ
れ
る
間
以
を
沼
定
、
）
て
い
た
乙
閏
U
1
わ
れ
る
、

Z

一〉「一
λ
）

；

J
i
U
R
V
 

ヴ
ユ
ハ
を
う
シ
一
コ
ナ
）
え
ト
と
呼
ん
さ
も
k
u川
一
台
い
と
忠
え
る
い
下

rF
〆
な
が
ら
、
究
極
的
知
併
は
例
人
が
決
断
に

ょ
う
て
宝
古
川
川
一
寸
る
と
い
う
の
だ
か
ヘ
J

教
義
の
ゆ
③
こ
は

h
rな
い
一
一
十
台
的
に
注
訴
し
ょ
、
）
／
て
j
れ
ば

ア
工
1

パ
、
は
円
山
J

の川市
1

断
に
。
っ
て
先
住
的
川
値
〆
」
し
て
ど
三
石
ロ

っ
た
、
と
言
え
よ
A

L
か
し
な
戸
U
A
1巾
片
山
決
断
に
よ
っ
て
斗
J

シ
ョ
ナ
J
ス

f
e
ヴ
L
l
パ
i
か
誕
生
）
た
の
ひ
乙
う
か
り

筆
者
は
rJ
人
告
が
も
て
な
い
口

三
、
一
新
し
い
ポ
た
が
い
会
」
諸

「

l
J
山
U
j丸
一
市
い
比
引
会
前
γ

に
よ
る
整
珂

「
古
川

3
J～
聞
出

二
C
C
1
q」

一ー九九
c
h
i
咲
か
ら
、
戸
界
中
で
－

h
ペ
社
会

が
議
じ
ら
れ
る
よ
う
に
ミ
っ
す
7

一
一
町
し
い
市
見
付

山
口
に
よ
れ
ば

J11＋
花
の

会
請
に
は
、
次
C
四
つ
な
い
し
立
つ
の
品
川
流
か
色
ま
れ
る
の
、
ク
吋
／
ル
派
や
グ
ラ
ム
シ
派
な
ど
の
一
市
民
村
会
（
山
♂
リ
パ
イ
パ

ル
論
者
、
必
）

ν
ハ
プ
り
カ
ニ
ズ
／
二
十
コ
ミ
ふ
一
一
タ
り
f

－－
Z
ム
の
lv
場
に
立
つ
も
の
を
h
u
h
u

「
市
民
泣
怯
の
り
パ
イ
、
ル
論
在
、

ハ
1
1
！
？
、
ス
や
j

・
L
・
コ
ー
プ
／
主
主
－

y
ラ
l
ト
ら
の
「
市
民
七
九
誌
の
門
構
築

ゆ
サ
一
y
午
ン
平
坂
ト
ム
1

設
羽
円
一
合

FH弘
区
分
と
し

cんJ
一
一
む
地
球
川
民
主
ム
バ
L

ヘ問者、

〔
さ
ら
に
巾
吐
い
ハ
ソ
ト
ナ
ム
ら
1

社
会
主
R
4

論
者
J

で
あ
る

h

の
う
ち
の
①
「

の
「
新
し
い
市
民
社
会
」
ヘ
酬
に
士
ま
れ
る

J
－ご
ν
て
凶
U
は
日
付
が
①
の
立
場
に
設
も
近
い
こ
と
を
明
っ
か
に
、
工
L

いヂ句、

、

可

7

1

ノ

、

ノ

ヲ

ペ

コ

J
f
l
」

3
3
ト
j
j点
、

v
j
；
l
 
治山山山川、

同
欧
華
人
町
の
過
程
で
不
と
れ
と
川
民
の
々
に
一
ぶ
ト
ス
を
件
、

片
土
、
企
仁
、
ノ
載
小
仁
サ
U

5
Lノ
i
o
f
J

( 1：，）（六法、アl仁D(:j' ＂＇フl 引G:::OOc. 11 



転
換
町
第

二
九
九
口
伝

主）］
！民

L

Z

 

J
ノ
I
ノ

℃
不
さ
れ
た
ι
引い削配的
yhw調
子
を
変
更
し
た
の
立
あ
る
J

料
品
の
再
レ
人

こ
三
、
g
k

L
P

ペ
！
、
』

71iパ
ー
マ
ス
は
、
同
京
と
れ
ポ
マ
怖
か
り
似
る
「
二
人
テ
ム

内
よ
る
作
活
出
界

の
い
但
民
地
化
ご
い
叫
す
る
べ
〈

ー
山
口
氏
仕
ム
五
」

N
H
寸
己
売
防
止
］
月
「
与
を
設
定
し
た
代
市
平
日
も
ず
ん
と

の
校
七
を
な
す
時
炉
転
（
い
戸
、
ノ
、
ン
二

i
シ
ョ
シ
）
げ
か
ー
一
庄
な
意
思
形
成
に
よ
っ
て

ー
シ
ス
テ
ム
ド
影
響
を
I

J

、
点
、
そ
こ
に
あ
る
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
も
た
、
り
さ
れ
る
こ
と
古
彼
は
期
待
〕
た
の
で
あ
っ
丈
に
ち
な
み
に
、

ー
や
笠
宮
中
心
に
そ
の
司
同
に
形
成
さ
れ
る
の
が

あ
る
い
は
「
公
共
空
間
」

「
公
共
闘

E
あ
ゐ
し
お
J
P
L

が
椋
数
十
仔
1

れ
す
一
る
以
上
、
「
公

共
川
幽
」
ミ
一
斗
快
復
数
ド
存
在
す
る
つ
ー
市
民
司
会
」
は
そ
れ
ら
を
保
障
一
；
る
場
で
あ
る
J

さ
て
、
、
」
の
よ
う
に
類
、
却
化
さ
れ
る
新
L
い
市
民
社
会
L

論
は
、
従
来
の
1

内
一
民
社
会
」
論
と
比
較
す
る
と
、
次
の

っ
て
い
る
？
、
い
う
。
小
山

ヘ
ゲ
ノ
ル
マ
ル
フ
ス
r
工
義
的
系
一
越
か
ら
の
峨
ぬ

一
元
論
へ
、
さ
ら
に
1
比
一
法
モ
ザ
ル

，，、

一
品
川
一
一
以
一
市
民
社
会
t

誌
の
会
場
、
注
公
宍
性
t

論
へ
の
芳
、
U
の
明
大
、

主j

ア
ソ
シ
L

、γ
コ
7
リ
ズ
ム
ヘ
け
傾
斜

山市川一ムリ

l
ト
ヤ
設
と
百
主
義
ー
か
ら
の
脱
却
hV
以
内
M
J
G
慌
か
れ
に
「
市
民

概
念

長
文
化
大
ト
枠
の

一
共
同
引
会

と
し
と
の

：現代市JてJ;c；白日向

か主
宗wヌ；ヲl
iE詰
弓： fll'
記7 ", 
~ ,_ 

＇（ λ 
為ィJ
り iご

っす
てJ 匂

白生

R言
；義市や 1
一人 口 h豆、
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し1 l"I 
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山
氏
札
会
c

人
－
雄
畑
山
に
↓
一
じ
え
は
、
以
の
よ
h

つ
に
換
一
μ
で
台
よ
h

っ
か
〈
従
来
、
一
市
民
社
会
は
一
ブ
ル
ジ
コ
つ
ア
引
会
一
と

MZ止
さ

ν

と
し
て
一
い
門
家
一
に
よ
っ
て
克
服
き
れ
る
べ
き
も
の

き
lp」
F

一
新
し
い
よ
い
ベ
社
会

あ
る
い
は
一
資
本
、

ry荒
川
口
公
一

L

」U
れ
別
さ
れ
、

づ
ル

γ
汗
ア
社
会

や
一
市
叶
竺
）

ブ
ル
cγ

汗
y
H叫ん十九一

円

i
ル
ナ
る
役
割
が
矧
訂
さ
れ
て
い
る

（
①
必
ぢ
！
こ
で
は
、

。、

L、

国
豆、
,- cヲ
ハへUν 行訓1
必1守
／れ
にυ
1］：市
(?)i守場
し Lノy

i'ill 

ti+• 
）一

同
ヂキ
な
る;, 
口問1
JI附

従
つ
c 

M ＇ノ

J
方
T
，Q

ノ
イ
』「
ザ
コ
ま
で
も
な
い
ミ
と
三
が
、

γ

ソ
ン
ア
ン
ー
〆
で
あ
れ
ば
M
円
で
あ
れ
歓
迎
叉
れ
ゐ
わ
け
で
は
な
い
ー
ゴ
ア
ソ
／
コ
、
ン
ョ
ン
を

迫
1

v

た
日
持
品
ζ

行
財
が
す
べ
て
具
い
わ
日
で
は
な
い
。

わ
せ
魚
崎
町
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
泊
三
「
ノ
ア
J

シ
ヱ
ー
一
J

ョ
シ
と
み
れ
を
通



市民社会
（Zivilgesellschaft）

政治社会 経済社会

市　場
国　家

（官僚制と法体系）

親密圏
家　族
個　人

生
活
世
界

（
＝
「
私
」
の
世
界
）

公
 共
  の
   世
    界

シ
ス
テ
ム



る
つ
之
主
ハ
心
ド
界
は
山
川
け
の
市
京
て
、
一
第

L

、
何
々
人
um

総
長
に
さ
ら
手
れ
て
生
ざ
る
位
罪
」

で
丸
打
、
第
ム
一
人
、
人
々
の

私
的
な
「
崎
ipd
半
間
」

h
q
L

つ
な
ぐ

J
札
会
的
共
同
村
い
件

h
v
」
奴
介
と
し
て
双
山
引
ハ
」
が
不
断
に
一
円
戸
か
成
さ
れ
る
小
半
間
で
あ
り
、
こ
の

セ
ム
n
わ
庁

C
一
は
い
供
え
る
と
、
『
他
者
と
と
も
に

q
き
る
世
界
』
て
ゐ
る
」

に
凡
六
れ
）
っ
此
じ
は
、

M
門
家
や
山
場
（
U
強
制
力
に
い
町
し

て、

1

片
括
支
市
民
が
ア
ソ
ン
」

t

ン
I

ン
lpγ

通
〕
て
抵
抗
し
、

コ
ン
ト

u
i
ル
す
る
こ
と
か
一
期
待
し
て
い
る
v

しし
m
J
J
1
6
が
、
ミ

測
え
は
、
現
代
の
げ
9

へ
は
1

私
民
社
会
と
祁
給
さ
れ
る
ほ
ど
、
「
公
共
の
世
界

と
行
為
す
る
こ
と
を
、
〆
な
し
し
従
っ
て
、
そ
れ
を

促
引
見
す
る
条
件
人
古
川
作
h
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努

η
ず
る
い
一
乙
が
必
設
と
あ
る
。
山
斗
は
、

T
－
L
－一

7
ヱ
ン
＆

A
a
ア
ラ
ー
卜
お

よ
＼
J
1
・
マ
イ
ヤ
ー
の
長
十
「
V
Q謀
訊
を
閉
山
介

L
て
い
る
つ
反
日
の
列
与
に
刈
い
ま
っ
て
い
々
の
で
や
ぞ
り
に
く
い
子
、
例
え
ば
、

メ

ア
イ

ア
政
治
の
影
響
力
は
攻
解
）
や
「
い
か
も
し
れ
は
い

U

C

C
九
年
八
万
に
郵
政
氏
常
化
六
法
案
β

参
設
院
で

τ13…
ざ
し
灼
い
た
り
な
受
け
、

山
水
示
片
山
解
散
が
あ
り

小
向
恥
山
相
は
、
仰
山
政
民
一
日
化
一
本
に
除
、
白
川
を
絞
り
、

反
汁
一
町
出
日
以
弓
一
に
一
刺
客
」

1
6
 

カ
ベ
口
付

：現代市JてJ;c；白日向

4
h心
U
閉山口一
Jhvu

日

門
学
人
民
九
%
の
氏
、

τ一一urbm汝い氏、
J
M
口
化
マ
て
の
よ
J

の
に
反
対
と
い
二
7
よ
旬
、
今
回
の
法
案
に
反
対
で
あ
る
こ
と
は
報
道
さ
れ
た
に
ル
以1v 

Q
V
 

つ
れ川

t
una 

一川山
ぃ

f
、
あ
f
J

J
V

へ店

マ
ス
ゅ
う
－
ノ

γ
は
1
1
小
泉
駅
場

官
汝
映
し
亡
、
い
則
容
と
し
て
心
偲
絡
者
を
来
し
ま
せ
よ
う
と
し
’
に
一
ゑ
一
応
rH
円
以

具
体
的
に
と

さ
ら
に
、
郵
政
見
、
L
化
！
ハ
法
系
が
可
決
さ
れ
た
と
し
J

牛
活
ド
界
に
ど
の
よ

し
か
し

じ
て
い
る
の
か
、

う
な
影
響
が
予
想
き
れ
匂
の
か

突
っ
込
ん
だ
長
過
は
竿
者
の
知
る
限

η

な
さ
れ
な
か
う
た

ユ
の
結
束

同
地
か
に
口
百
川
市
バ
ー
は
一

多
く
（
U

ア
ノ
シ

711i
ン
ョ
シ
で
政
策
論
議
が
渋
川
ハ
北
に
之
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、

が
っ
ー
に
が
ヘ

は
ん
閣
は
だ
疑
問
C
あ
る
つ

。、

l

J

U

め
れ

公
計
八
日
出
界
で
の

の
山
花
ょ
に
議
論
L
Y
行
動
士
川
児
、
九
ず
る
条
件
の
探
求
？
と
整
備
が
、
と
ド
わ
け
政

「
井
活
者
山
足
L

M ＂ノ

ぃ，
G
の
ご
占
め
る
し

ム
ノ
ニ
ー
バ
？
J

P
一

い
山
代
行
ム
品
」
比
例

「
刻
’
い
γ

円
比
什
九
五
論
1
4
ウ
r
一3

パ
ヲ
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
ハ
既
に
述
べ
た
よ
う
H

JY

一

て

t

j

！
：
ー
ノ
ー
し
い

t
t
F
j
r
N
 

F
U
F
E
J
 '"・ 



導
γ
n
C
育
成
と
一
一
一
出
i

刀、ふれに
h

だ
わ
っ
た
J

。
一
乙
［
て
最
終
的
に
伎
が
た
ど
り
若
い
よ
J

心
が
、

人
見
役
目
的
出
作
品
者
司
会
て
制
で
？
の
っ
た
J

り
闘
争
士
通
じ
て
銭
え
上
げ
つ
れ
た
政
出
的
指
導
ャ
ゃ
に
ち
が
、
一
は
ら
、
U
世
界
観
を
前
一
阿
二
押
し
出
し
、
メ
の
カ
リ
ヌ
マ
的
匙
tA

と
追
従
者
か
ら
一
成
心
マ
、
ン

i
／
と
よ
ピ
活
川
市
し
て
、
人
「
え
の
支
持
を
獲
付
j
る
で
、
抗
予
寸
る
つ
人
以
は
和
一
存
者
山
い
い
川
し
亡
、
歓
呼
・
賛

同
「
る
と
い
っ
情
緒
的
会
役
割
を
明
じ
る
の
で
あ
る
、

指
導
げ
た
い
カ
リ
ス

γ
v
V
M
く
な
っ
た
と
人
い
ん
が
判
断
7

し
た
こ
さ

人
民
は
入
抗
ハ

宮
内
払
り
下
げ
る
し
『
ノ
バ
ー
は
、

と
わ
わ
け
市
民
階
級
に
政
沼
的
に
成
熟
寸
ノ
る
、
ご
ノ
、

熱
心
に
説
L
て
い
た
c

、f
m
N
V
そ
の
政
十
倍
的

じ
ん
均
凡
泊
中
A

郎、

Eい
イ

L

政
治
的
指
淀
川
奇
心
遣
次
に
か
か
わ
る
判
断
、

、
判
断
に
は
胤
小
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
ロ

ぞ
れ
も
情
緒
的
色
戸
い

り

J

パ
円
身
は
、
き
わ
め
て
政
治
に
悶
い
が
高
く
、
例
人
と
し
て
の
一
μ
論
活
動
だ
け
で
仕
ノ
＼
紋
織
的
活
討
に
主
恨
知
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
政
治
家
／
「
て
の
能
力
は
品
く
正
同
情
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次
u
E
界
ア
ヘ
筑
後
、
品
vXト
イ
ツ
氏

Lrj兄
か
ら
匡
民
議
会
選
挙

に
立
候
持
す
る
古
川
ま
で
行
つ
F

～
ほ
こ
引
あ
る
U

什
山
町
の
こ
こ
ろ
、

ヴ
「
i
パ
は
、
事
民
白
出
j

比
の
政
治
A

示
を
パ
メ
に
ふ
」
一
っ
〆
て
い
う
い
パ

i

一
、
そ
し
て
！
一
也
と
も
に
お
め
る
攻
、
、
以
前
能
力
心
人
め
に
、

政
治
的
出
制
連
d

省
心
抑
制
点
か
ら
一
匹
老
す
る
傾
古
J

か
強
烈
で
あ
っ
た
乙
1

牛
而

者
山
氏
一

と
し
と
の
口
川
必
を
促
汲
ず
る
ぷ
条
件
心
得
求
は
、

お
ず
ら
ぐ
叶
コ

l
バ
！
の
認
心
に
は
組
…
か
っ
h
J
G

ア
ノ
シ
工

1
ン
ョ
ン
と
れ
い
り
民
間
山
で
、

プ
汀
一
ノ
ス
タ
ン
テ
て
λ

ム
の
日
夕
テ
が
撚
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ヴ
工

l
パ
ー
は
一
九
C

h

円
作
ー
の
ア
メ
リ
カ
ぷ
打
に
お
い
こ
、
ゼ
ク
γ

の
矧
織
原
店
内

um店
出
、
土
義
・
け
以
下
、
義
の
山
一
民
に
来
た
し
た
歴
史
的
役
割
E
H沖
拭
い
た
れ

で
お
っ
之
「
v

と
乙
ろ
す
h
v
、
不
一
ケ
テ
の
こ
の
湖
E
を
Y
J
ら
に
氾
ぶ
し
に
形
跡
が
川
町
～

一
品
一
八
じ

i
一
月
の
子
紙
九
お
い
て
、
ヴ
一
I
I
I
－

J、、

ii 

v
f
ソ
人
二
日
刊
の
み
る
強
民
合
同
復
さ
什
る
た
め
に

メ
リ
カ
心
ク
ラ
ブ
制
ー
を
抗
昔
、
じ
た
｝
手
段
と
し
て
は

ア
メ
リ
刀
の

7
F
〆
ブ
ブ
u

が
あ
る
だ
行

［
そ
れ
は
〕

L
j
供
や
？
円
年
の
団
体
ゎ
γλ
ュ
め
ど
ん
ま
拾
い
類
の
団
体
で
旬
、
、
。
〈
、

そ
ぷ
し

E
的
も
は
で
も
4
1い
の
で
「
が
、
排
他
的
な
、
つ
ま
hJ
人
均
の
足
此
い
叫
ん
結
JT置
く
凶
体
の
ご
と
で
す

ν
H白
ド
f
ツ－
f
H午
連
合
に
そ

の
窃
芽
い
か
弘
ら
れ
ま
FJ
」ο
、
」
刀
日
ゴ
古
一
同
午
述
ム
円
は
、
自
分
の
L

決
断
と
’
円
分
の
言
引
ず
誠
E
を
ー
も
〉
て
ペ
オ
治
を
住
い
了
Jる

ャ

～

J｝

J
Y市川
U

J

：
＝
1
！
i
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一
極
の
自
助
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
c

確
か
に
、

7

ソ
シ
工

1
シ
汗
ン
む
一
禄
で
込
ア
一
、
、
と
に
阿
達
い

L、
J】

国

家
点、

市
トドtψa 

の
あ
り
ん
に
つ
い
て
談
論
L
、
行
動
す
る
と
い
う
新
L
い
山
門
町
村
会
命
心
中
心
的
ァ
ソ
シ
エ
i

J

ヨ
／
に
矧
刊
さ
れ
る
役
割
ば

前
打
っ
て
い
な
い
の
で
丸
る
、

四

y
h
仲
い
い
え
J

（

1
）
「
新
し
い
川
民
司
会
」
論
ぐ
シ
チ
ズ
シ
ン
ァ
プ
叶
光

h

ア
れ
ら

つ
の
γ

ヴ
ワ
チ
を
笥
耐
に
江
較
1
J

て
お
h

一
、
つ
。
第
一
に
、
ン
チ
ズ
ン
〆
ノ
フ
研
究
は
、
同
家
の
干
で
の
？
川
一
民
の
い
豆
、

扱
わ
れ
巧
に
9

誠
心
J

中
日
以
川
て
い
る

～

ZH勺
2
4
3
2
2え）
U

仏
軍
に
、
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ヅ
ゾ
研
究
の
L
令
官
］
は
、
市
k
の
村
会
へ
の
ひ
か

わ
り
万
t

与
白
を
心
一
て
て
い
る
刀
で
、
一
新
L
ρ
市
民
村
会
l

識
と
共
通
し
て
い
る
。
第
一
一
に
、
J
J

で
ス
ン
シ
J

ブ
緋
お
も

市
民
社
r
ぷ
一
時
も
、
一
両
氏
人
出
家
と
い
う
レ
ベ
ル
を
絵
汁
抑
制
L
C
いん
d

w

〈
も
ち
ろ
ん
、
乍
パ
人
一
、
大
き
な
制
約
を
一
出
民
軍
一
ふ
と
レ
う
枠

：現代市JてJ;c；白日向

に
ょ
っ
と
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
さ
心
必
た
一
一
で
の
話
で
忘
る
c

第
ー
に
、

シ
一
ア
ス
〆
ン
ッ
J
f

研
究
も
一
新
し
し
市
民
引
会
一
へ
附
も
、
異

y

人
化
ー
ム
八
牛
吉
山
パ
し
と
し
つ
つ
も

第
ー
に
、
、
ン
ヂ
ズ
ノ
シ
ァ
f
研
究
は
、

h
足
数
山
月
中
…

に
い
J

江
す
る

R
4にん
A
つ
い
て
い
る

新
し
い
市
民
社
会
議
と
重
な
る
わ
な
せ
な
ら
役
者
は
、

生
活
話
市
民
一
と
し
て
の
活
効
Eμ
批
准
す
る

る
べ
き
A

安
吉
ヘ
湘
じ
る
l
L
き、

認
タ
ふ
れ
一
り
探
求
さ
該
地
と
し
て
い
る
か
ら
で
み
る
J

約
六
に
、

ン
チ
ス
ン
ン
ソ
J

ノ
研
党
の
諸
民
論
と
「
新
し
い
市
比
七
九
日
」
論
の
が
洲

。、

流
ば
重
ぼ
る
と
、
｝
ろ
い
引
の
る
わ
一
に
だ
、

い
ず
れ
の
ア
fJ
日

i
d
l
に
お
い
と
も
ま
だ
試
読
の
段
加
で
あ
る
v

M ＂ノ

一
昨
討
の
法
的
側
直
に
悶
心
を
持
l

心
な
い
か
の

二
つ
の
ア
プ
ロ
7

チ
は
主
な
る
白
が
丈
さ
い
c

「新
J

い
市
民
k
l
A
I
」
前
は
、

よ
う
な
書
き
方
乞
筆
者
は
V

J

て
〆
ま
っ
た
が
、
り
プ
れ
は
ハ
キ
J

r

の
ぶ
立
で
は
白
い
v

M
川
え
ば
、
納
税
の
義
務
JE負
し
な
が
ら
参
政
比
仰
の
斗
…

い
定
日
外
何
人
が
、
地
紋
改
4
h

を
止
め
て
運
動
J
Y
L
i
Q
場
〈
け
に
一
一
制
約
に
毘
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
的
側
E
y一
市
民
と

L
て
の
活
動
乙
は v、
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宮
内
世
に
民
日
似
し
て
い
る
か
ら
で
の
る
目
以

μ
＝E
2
は、ン
4
1
J人

J

シ
ヴ
プ
が
山
柄
下
を
通
じ
て
獲
山
川
い
さ
れ
r
き
た
と
議
じ
た
）

二
つ
の
f
プ

7
i
チ
は

「
サ
活
者
市
民

と
し
て
の
川
動
な
促
近
「
る
ぷ
全
件
の
岬
排
水
中
」
が
町
出
と
す
る
内
ご
収
～
ぷ
す
る
り
で
め
る

そ
し
て
活
動
内
総
の
う
ち
で
最
大
の
尋
問
は
、
ロ
ハ
丈
化
引
ハ
パ
ー
に
ま
つ
わ
る
も
の
ご
あ
ろ
う

）

M
－t
ノ一

7
J
パ
？
の
今
ヨ
的
意
義

で押目、

と
v

て
の
け
ザ
動
を
促
没
す
る
諸
条
件
の
探
ぶ
と
い
う
ム
寸
門
口
的
認
題
に
、

ザ「ノ」
i

バ
マ
は
と
ん
な
は
紋
J
b
v

；〕

ιπ

司
弁
市
民

た
ノ
」
一
f
え
る
だ
ろ
ラ
か
ο

九ノ
γ

一
、
バ
？
の
関
心
か
そ
こ
に
主
か
っ
三
だ
け
に
、
残
念
な
が
ら

芦
夜
的
な
エ
ヨ
一
L

臥
は
州
刑
仔
で
き
そ
去
に
な

L
ラ
汁
れ
と
J
柄
、
筆
者
心
音
見
に
は
、

司
ノ
ヨ
ー
円
、
心
主
義
は
如
何
く
な
っ
て
は
い
な
い
J
h
γ
J
ろ、

ヴ
ェ
ー
バ
ヲ
は
現
代
γ

円
M
h

今

E
、

政
治
誌
に
大
き
な
貢
臥
が
で
き
γ

守
け
↑
ど
は
仕
い
て
ろ
う
か
。

℃
は
そ
の
口
献
と
は
軒
か
。

政
治
に
引
か
わ
る
こ
と
の
殺
し
汽
を
他
の
議
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
に
辺
、
む
さ
ゼ
7
Q
q

一一川？こ討、えプ川、

が
そ
れ
で
忘
る
〈

と
い
う
条
件
ト
で
作
き
さ
る
士
え
な
く
な
コ
L

－
究
極
的
的
債
は
利
”
γ常
に

人
は
、

r
f
代
以
降

悼
々
の
官
争

決
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
η

い
叶
…
坪
に
決
者
を
つ
け
よ
う
と
「
る
と
物
珪
竹
暴
力
r什
伎
に
行
き
若
か
ざ
る
す
え
な
い
c

物
坪
り
別
口
本
心
行

山
枕
は
当
然
た
が
ら
人
の
命
を
左
右
す
る
も
の
で
ト
ぬ
る
F

政
治
に
本
市
わ
る
V
告は、

け
門
的
よ
諸
手
段
、
り
民
係
を
澱
ー
民
的
L

考
え
抜
い
た
末
に
、

H

申
告
と
忠
わ
れ
た
あ
る
手
段
吉
選
ひ
取
る
い

し
か
し
こ
れ
は
現
実
に
は
と
や
す
い
こ
し
し
で
は
な
い
J

人
間
に
は
特
判
的
・
向
私
的
限
界

が
お
る
し
、
情
報
と
時
間
は
慌
に
小
十
分
で
み
る
か
ら
だ
お
る
。
ム
刊
／
f
J
j
i
l
l

－
パ
ー
は
政
治
が
暴
力
下
段
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
拍
刷
、
し

ず,_ 
"-
CJミ

卒
事
下
心
政
治
へ
の
－
従
一
時
中
」
説
い
た
よ
う

可
能
段
取
り
千
h
判
的
と
子
段
で
政
治
を
行
う
べ
き
1
／
考
え
て
い
え
r

門
戸
の
た
め

は
、
政
r
出
家
は
、

人
闘
が
ρ

日
市
川
神
的
・
物
質
的
利
／
M
j
と
一
わ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
陪
i
t
て、

の
ち
で
人
を
助
か
ず
術
な
叫
に

っ
け
な
く
て
は
な
3

つ
な
し
に

一
般
丙
民
に
、

こ
の
日
む
つ
な
？
札
断
々
、

戸一、、
j

一、、
J

1／
i

’η
t－こ
iv
／

汀
断
力
、

弁
論
符
を
要
求
す
る
の
は
、

弔
か
に
陥
に
曜
い
白
い
ο

し
か
1

／、

「

！～ 
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て
、
政
治
家
に
い
司
べ
て
や
一
委
ね
る
べ
き
だ
と
は
必
？
し
も
い
え
白
い
ン

ヴ

f
l
パ
！
的
な
ア
「
ノ
け

l
子
に
淀
え
ば

例
え
ば

人
見
殺

票
的
持
導
者
川
市
山
！
÷
丁
義
（
U
布
団
～
的
時
給

－
川
念
刊
す
九
）
と
、
山
氏
お
ム
討
の
ペ
什
朽
化
し
た
状
態

（
理
人
品
型
H）

と
を
、

ム
れ
ら
の
山
岳

観
的
完
攻
叫
ん
い
F
W仁
J
U
色
め
て

（

U
O
η
内
足
、
U
郵
政
v
I
H
V
I
化
解
散

ま
ず
は
比
較
検
品

rぺ
き
な
り
で
あ
る

挙
に
お
い
て

に
か
）
な
が
ら
、
主
権
者
は
日
山
梨
の
内
容
を
、
仇
く
担
前
町
し
た
ー
さ
小
泉

J
r
Aハ

小
説
首
相
け
件
倒
的
な
に
れ
れ
を

mhた一

、
ど
に
と
は
、
竺
り
千
二
れ
は
と
て
も
思
え
ん
＆
し
い
の
で
あ
る
す
確
か
に
、
法
案
の
条
文
中
妥
貝
会
、
ヘ
ア
ム
立
認
の
議
事
録
八
で
一
文
わ
γ
、
誰
で
も
つ
r

ミノ

ー
で
ィ
パ
る
こ
こ
古
で
き
る
つ

L
か
し
こ
れ
だ
け
の
人
が
そ
の
ぶ
つ
仕
努
々
を
1

）
た
だ
ろ
っ
か
。
法
案
に
司
令
玄
思
し
、
は
官
ネ
H
珂
pm
の
松
拠

を
知
り
、
そ
3

〆
て
自
分
の
山
北
山
乏
を
伏
広
す
る
こ
と
は
、
大
量
心
持
刊
し
ご
一
糸
凡
干
ー
を
必
芝
と
す
る
の
で
あ
る
今
回
の
投
出
は
、
改

h

牛
を
断
h
R
や
？
く
：
れ
ー
さ
つ
な
イ
メ
ー
ジ
の
小
泉
に
汁

T
G款
川
町
・
賛
同
一
的
投
正
一
奈
ょ
の
つ
～
。
他
方
亡
、

γ

シ
シ
エ

i
ンョ
J

な
過
し

て
山
民
が
政
策
論
議
を
す
る
状
能
不
一
怨
像
寸
る
こ
2
は
一
り
花
で
あ
る
。
ひ
と

り
は
丈
ド
ー
ん
だ
が
、
山
伯
尚
技
村

一
ゲ
↓
活
用
し
つ
つ
、
協
力
し
て
や
れ
ば
十
分
j
能
な
は
ず
で
あ
る
一
市
い
ん
は
、

一
〈
の
到
念
出
一
ゲ
↓
参
考
に
し
な
が
ら
、

自
ら
の
照
度
を
決

：現代市JてJ;c；白日向

｛疋
λ
q
J

ぺ
き
な
の
で
あ
る
に
筆
者
の
場
合
、
問
中
読
ま
ん
長
野
県
知
市
rrι
リ
ー
ダ
ー
ン
y

ブ
の
あ
り
方
に
心
古
志
子
、
れ
、
い
る
c

同
巾
は
、

カ
リ
ヌ
マ
的
と
い
こ
心
い
ほ
ど
強
烈
た
人
情
的
結
力
を
持
ち
つ
つ
も
、
市
え
の
思
考
J
H
A

併
古
川
慨
す
ウ
＼
浩
司
公
院
や
h
J山
歩
ノ
川
の

ヨ
ウ
主
ま
た
仕
拡
け
を
i
心
ん
し
た
〔

ヴ
ヱ

1
パ
！
の
人
民
投
票
的
指
↓
叫
d
V
告
が
と
J
O
す
れ
ば
市
民
を
怯
考
汗
止
状
主
に
的
ら
せ
る
の
に
対

1
1
W
牛
は
正
反
廿
一
一
の
引
方
で
、
り
1
7
i
ン
ソ
ブ
を
発
車
し
に
（
り
て
あ
る
什
ヴ
工
I
I
I

－
パ
ー
は
人
以
片
山
、
出
刊
d
？
吾
＼
心
歓
呼
鋼
材
百
一
同
J

。、

持
い
導
芸
心
力
り
ス
マ
の
有
怖
の
倹
一
出
と
い
h
h
l

一向

υ
の
岡
山
品
店
役
割
を
史
求
、
し

f
v
わ
れ
わ
れ
は
、

尽
を
克
版
ず
る
ん
法
を
見
山
？
の

5
あ
る
い

い一、
J
H
N

l

（
［
 

11: 
L十
以
夫
可！
it% 
J古
の

M ＂ノ

も
う
一
例
－
ヴ
一
「
パ
、
に
よ
れ
ば
、

比
九
極
的
価
値
は
が
事
？
に
よ
っ
亡
主
wZM1%が
判
断
で
き
る
J
U

の
で
は
な
い
「
従
つ
亡
、
相
対

l
v
λ
J
る
お
元
一
祢
的
耐
悼
の
調
停
は
以
域
的
に
ポ
川
町
花
で
あ
っ
て
、

一
も
に
尽
心
的
対
決
心
一
刊
誌
作
を
強
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
山
川
宝
ー
ノ
政
治
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に
お
い
て
は
、

円
未
刀
的
吋
決
を
避
け
る
た
め
妥
協
が
以
ら
れ

7
2
と
が
通
例
て
あ
る

2
7で
め
る
ほ
ら
、
妥
協
の
必
要
性
を
さ
ら
に

徹
底
さ
せ
て
、
完
百
あ
る
い
は
多
冗
牲
の
持
者
ぞ
段
以
脱
走
六
ゐ
る

一
%
枯
的
滴
値
と
す
る
）
f
i
烏
が
あ
？
の
ノ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

ハ
υ
川
v

G
巳

什
V
1
3
 

7

エ
下
パ
’
の
意
義
子
欠
わ
れ
た
1
J
け
ミ
は
江
い
ル

川
M
仇

か
、
神
々
の
闘
争
」
論
に
来
つ
か
っ
h
J

上
て

家
力
的
い
可
決
吉
道
げ
る

つ（
U
同
日
甫
？
？

わ
れ
わ
れ
は
ヴ
γ

ー
ハ

i
v
っ
学
へ
る
の

で
あ
る
）
そ
れ
は
、
忠
弘
削
刊
で
は
、
多
文
化
、

－
つ
い
て
の
考
一
以
な
深
め
る
と
乙
で
あ
る
「

f

J

i

パ
マ
ー
の
羽
後
、

ャ
ー
で
三
ヘ
ー
ー
ー
へ
と
，
ら
て
こ
（

ーノ一
fir
－－4
l」
ο刊
ピ

P
J

グ
日
ー
ハ
1
ノ七
t

ン
首
／
に
一
い
わ
れ
、

ヒ
ト
・
そ
ノ
・
方
ハ
・
防
恨
の
一
h
吐き

奈
は
当
時
こ
叩
一
枚
ピ
な
ら
な
い
ほ

r
増
え
か
っ
M
く
忠
一
つ
行
〉

に
d
u
か
か
わ
ら
ず
、

こ
ろ
か
、

ゲ
ロ
ヲ
川
1
F
ゼ
ヲ
シ
ョ
J

と
共
に
、
刊
、
一
考
の
出
純
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
ん
寸

U
、
吋
ノ
ナ
川
、
の
容
認
は

わ
〕
）
／
J

高
ま
円
て
い
る
乙
一
斗
、
一
ス
る
の

C
は
仕
い
だ
ろ
う
か
。

1

1

）
判
読
は
、
一
y

f

ク
ス
・
1
リ
エ
パ
、
、
な
け
る
一
可
決
一
閉
山
川
唱
と
そ
の
川
山
一
一
中
川
k
v総
合
研
究
日
一
f

ヘ

I
1
＋
引
先
品
、

裁
の
た
町
一
正
一
政
治
前
長
b

に
月
子
G

M

r

ナ
ー
ベ
の
一
ン
ー
ノ
ズ
ン
ン
ヴ
ヴ
エ
ン
コ
ナ
ー
ズ
ム
一
に
ん
収
に
引
追
し
す
も
の
と
台
。

内
容
的
に
は
、
一
－
－
判
［
い
山
民
社
会
」
」
請
を
ヘ
ベ
f
R追
加
［
h
j
F
γ

二
日
師
、
の
但
や

F
E
あ
る
）

（
内
一
ま
さ
に

t
現
代
z

け
岳
民
治
4

E

v

い
ろ
包
ん
む
の
さ
物
予
約
一
合
主
役
台
店
一
〉
0

0

1

て
編
討
の
氏
以
円
J
I
4
1
悦
一
、
佐
人
）
は
、
菩
h

仰い山

市
川
派
政
治
vr下
者
て
あ
ノ
に
司
主
に
一
一
日
ソ
7

市
民
政
治
は
、

b
つ
て
の
プ
ル
勺
ン
ョ
ヴ
J
L
一
心
豊
ハ
均
一
令
新
一
、
v
市
川
J
v
、
政
治
に
か
か
わ
ノ
て

い
る
訓
店
主
作
1
、
い
る
一
回
一
室
内
は
し
が
き
て
〕
利
治
で
の
町
法
は
混
乱
と
V5
な〕
U
L
き
な
い
、
」
、
半
円
以
考
之
て
い

Q
J

（η
2

甲
村
ぃ
口
二
・
川
日
刊
μ了
林
心
品
川

T
H
H
t
uバ

Mm＋
斗
共
訳
古
川
以

um論
長

・

2

（
勺
の
す
「
書
凶
九
ヘ
二

4J一
「
邦
ぷ
は
尿
ム
下

第
一
版
、
古
川
に

vcい
る
の
で
、
1
1
J

ン
y
平
合
論
」
川
、
一
人
百
戸
ふ
れ
一
一
し
い
な
い
I

従
コ
て
、

U

ン
7
平
合
論
」
は
、
川
よ
叩
刀
汁
泉
に
人
コ
L
t
v
A

ま
た
段
位
舎
前
J
D
、
A
r

戸
、
店
H
H
と
し
て
川
わ
れ
ま
か
ら
一
外
L
一f
J
3
d
当
日
は
昧
告
第
一
山
内
し
刀
所
有
し
て
唱
は
巧
与
芦
〕
f
f

〔リ

2
ミ
ミ
h
F
3
E号
、
件
、
目
？
之
さ
せ
｝

N
2
2
フ
2
J
4
2
5
7
T
F問
中
古
｝
（
J

ロ
ソ
r
r
r
z
i
y
J
J
υ

い
に
コ
人
、
引
同
文
に
つ
打
つ
れ
た
計
数
、
例

x
d

－忍＼巴ス
ω
円
、
辻
、
日
Jd

訳
問
tλ
亡
丹
、
民
間
引
収
川
九
戸
一
、
同
一
日
j

巳一千工作
1
↑

iJ

ウ
オ
ル
ワ
カ
〆
ケ
－

T

L
て
ム
ゼ
ユ
－
マ
ッ
ク
え
り
一
ア
川

L

一
イ
？
ノ
f
ぺ
、
忠
一
忘
で
J
v
c
一
ム
ハ
安
日
比
川

T
I

山
脱
却
e

国
凶
出
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引

w
て

E
（ik叶川1
庁
・
正

l
川
以
郎
・
小
村
組
牧
叫
に
殺
す
／
／
斗
町
一

f
h来
社

H
ハ
ペ
三
と
、

午
、
第
版
は
ん
七
凶
年
の
出
版
て
あ
る
》
引
は
！
第
何
い
幕
つ
い
二
い
る
J

（
口
一
「
｝
】
M
V
H

パ
司
除
以
山
叶
ニ
コ
ミ
ハ
つ
m

h

？と
A

止さ
C
K
O
A
U

＼〈
J
ミ
百
九
三
〉
寺
戸
Jhzpuy
山山由
H

F

日（と
N

P
羽
J

〕勺一戸】

士

2
7
7
r
－
松
本
百
台
子
訳
一
「
川
l

ぎ
な
が
h

火
に
促
か
れ
一
に
一
ソ
一

1

マ
ゲ
ジ
ン
で
人
〈
リ

cmr土
原
A

リ
ハ
ノ
一
長
ハ

ヘ71J
【

2
H
f
R
竺
知
山
山
［
JG吋
U
2
2
1
《

L
J

、
門
会
乙
J
%
p
ケ
ニ
ベ
片
山
一
に
（
7

凶
一
℃
】
加
の
÷
P
K
L
ど
吾
川

一υ
土

X
2
2
J
慨
立
に
つ
い
て
は
、
平
田
込
忠
一
フ
テ
ィ
オ
ー
ン
』
｛
凶
］
長
、
民
政
）
限
念
に
つ
い
と
刀
丘
雪
一
二
別
掲
一
マ
ノ
ク
ス
ア

L
i

ハ
に
お
け
る
員
茨
問
町
内
」
日
で
の
主
出
町
収
）
主
宰
同
一

｛う

HI

討
が
惟
ヲ
一
て
き
P

夜
、
名
一
U
L

－
－
／
一
し
回
三
加
わ
き
5
4
F
s有
ア
白
石
川
ηs三
足
叫
古
、
形
廿
山
乙
子
、
ず
G
W
ぬ
円
周
忌
が
淀
ゃ
れ
て
い
る
「

（
。
～
小
品
修
「
マ
ノ
ク
ス
ヴ
工

1
ハ
！
と
ロ
ン
ア
古
河
｛
り
氏
抗
、
問
問

uh、九主

F

口
福
山
マ
り
ク
ス
／

3
1
パ
l
に
お
け
る

J

一浪
L

間
宮
そ
心
況
と
町
収
F
A
ゲI

山容阿

｛
川
、
〉
竺

5

5
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r
二
5
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C

ご
凶
］
｛

ν
3ミ
一
ロ
フ
2
J
F
2
勺

2
5
0［
苫
虫
ぞ
同
L
M
W

己
主
L
：、宗）
C
L》叫川町

（
っ
一
本
節
♂
内
科
は
、
予
川
洲
市
市
町
物
論
叫
セ
州
市
九
三
号
へ
ひ
ハ
ノ
什
市
へ
い
二
に
裁
山
げ
た
古
汗
1

二
誤
雫
な
っ
て
い
る
れ

戸
川
）
）
葉
誌
に
よ
る
試
案
的
｛
疋
7
7
抗
に
よ
れ
ば
、
一
片
活
者
汀
ぷ
一
九
h

、
一
行
市
山
界
ァ
～
一
パ

r川
r
h
H
一
人
ご
同
て
い
一
三
可
J
J
E

心
人
々

j
ぞれてつ＼

私
的
な
利
益
追
主
主
？
っ
と
司
川
に
公
的
山
i

界
の
枇
刈
け
に
刈
？
ン
て
い
U

州加わ
u
v
b－乞
F
I

－
、
は
介
な
り
の
器
シ
と
刊
耐
え
一
有

1

4
主
ず
し
ど
あ
た
は
、

口
、
拾
に
つ
い
て
J

℃
戸
古
学
い
ノ
、
凶

ι出
張
？
政
、
じ
参
加
ヨ
も
汀
ハ
、
ぃ
，
、

TAを
も
コ
4
1
的
h
c
一？
υ
公
的
左
d

キ
で
あ
る
」
一
佐
々
木
技
司
令
辛

口
門
編
一
件
正
八
百
J
f
h
E
ケ
ト
と
人
同
一
公
H
ヘ
也
手
下
、
尚
一
流
会
ハ
一
（
ハ
）
年
J

↓

R
－

九
円
、
事
文
化
、
王
英
に
つ
J
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